
　

１ 少子化、高齢化と人口減少

総合計画審議会計画推進評価部会報告 「社会環境の変化に伴う新たな政策課題」 骨子（案）

２ 国際化と情報化

３ 産業構造の転換と働き方の多様化

４ エネルギー・環境問題の新たな展開

５ くらしの様々な変化

６ 地方分権改革の進展

・ 少子化の進行、高齢化の加速

・神奈川の人口

・経済の結びつき

・多様な文化が共存する地域社会

・情報化の動き

・産業構造の転換と技術・技能の継承

・企業の役割と新たな取組み

・新たな働き方

・農林水産業における担い手の多様化

・厳しい雇用情勢

・エネルギー政策の転換

・環境問題の新たな展開

・環境保全活動の拡大

・災害から身を守る意識の高まり
・放射能汚染の影響
・身近な犯罪や事故の多発
・地域の医療の安心 ・地域や家庭の変化
・自殺者の状況 ・ＮＰＯの多様な活動
・課題を抱える子どもたち
・障害者をとりまく変化 ・若者をめぐる状況
・男女共同参画の進展 ・高齢者の活動

・地方税財政制度改革の進展

・市町村の合併の進展

・広域行政課題への対応

社 会 環 境 の 変 化 県として求められる対応基 本 的 な 視 点

(1) 地球環境問題の深刻化
・気候変動（温暖化の進行による異常気象の頻発）
・生態系への影響の顕在化（生物多様性への悪影響）

(2) 持続可能な資源・エネルギー

・水素エネルギー普及の本格化 ・再生可能エネルギーの本格導入

・資源の枯渇

(3) 自然の驚異の再認識
・大規模地震、風水害、危機管理

(1) AI・IoT・ICT等の技術革新
・技術の進歩による新たな産業の創出
（自動運転の実用化、ドローンの活用促進）

・AIの進化による既存職種の衰退、新しい職種の台頭
(2) 産業構造の転換
・ビジネスターゲットの変化、技術・技能の継承、ｼｪｱﾘﾝｸﾞｴｺﾉﾐｰ

(3) 労働力人口減少の懸念
・各職業分野における人材不足、後継者不足

・外国人労働者の増加

(4) 働き方改革

・長時間労働の是正、生産性向上の必要性 ・柔軟な就労形態

(1) 格差の拡大と固定化の懸念
・所得格差、教育格差等の負の連鎖
・医療・福祉分野における地域格差

(2) 自分と異なるものへの不寛容・無関心
（→「共生社会」が求められる背景となるもの、多様性の影の側面）

(3) 社会的孤立の状況
・社会や地域との関わりの希薄化
・コミュニティ的なつながりを求める声
・ふれあい、助け合いの大切さの再認識

(4) 画一化されたまちづくり
・土地固有の魅力が失われた地域の増加

（◆地方分権改革の進展（掲載箇所 要検討）
・基礎自治体との関係
・政令市との関係
・国との関係（財源問題含む）

(1) 人口減少社会の到来

・経済の縮減 ・社会保障への影響 ・地域社会の変化（空き家問題など）

(2) 高齢化の加速
・高齢者の社会的孤立 ・介護難民
・高齢者の生活困窮（無年金・無保険・生活保護受給者の増加）
(3) 少子化の進行

・出生数、合計特殊出生率の低下 ・未婚化、晩婚化の進行

(4) 世帯・家族の変化

・世帯構成の変化（ひとり親世帯、高齢単身世帯：孤独死、看取り）

(5) 長寿社会の到来
・長寿命化による社会変化、ライフスタイルの変革、シニアの活躍

かながわグランドデザイン 今回報告書（案）

新たなエネルギー政策の展開

地球温暖化対策の推進

循環型社会づくり

生活環境の保全

自然環境の保全・再生と活用

大規模な災害への対応力の強化

犯罪や事故のない安全な地域社会づくり

生活の安心の確保

基地対策の推進

子ども・子育てを支える社会環境の整備

支援を必要とする子ども・家庭への対応

若者が心豊かに育ち自立できる社会づくり

希望に満ち信頼あふれる学校づくり

変化に対応した学びの推進

支えあう地域社会づくり

高齢者を標準とするしくみづくり

障害者が安心してくらせるしくみづくり

地域における保健・医療体制の整備

保健・医療・福祉人材の育成と確保等

産業集積の促進

地域資源を生かした産業の振興

農林水産業の活性化

就業支援と職業能力の向上

ともに生きる地域社会の実現

新しい公共を担う多様な担い手への支援

文化芸術に親しむ環境づくり

スポーツを楽しむくらしづくり

くらしと行政の情報化の推進

持続可能な県土づくり

総合的な交通ネットワーク形成の推進

美しく住みやすい住まい・まちづくり

地域の特性を生かした地域づくり

かながわグランドデザイン 今回報告書（案）かながわグランドデザイン 今回報告書(案)

１ 神奈川からエネルギー政策

を転換します。

２ 環境と共生し持続可能な社

会づくりを進めます。

３ くらしの安全・安心を確保し
ます。

４ 地域に活力を生み出します。

５ 少子化、高齢化への対応を

進めます。

６ 豊かさの質的充実を支援し
ます。

７ 県民との協働・連携を強化し
ます。

８ 地域主権を実現し、広域連
携の強化など広域自治体と
しての責任を果たします。

資料１

(1) グローバル化の進展
・世界経済との結びつき ・訪日者数の増加
・国際交流機会の増加/多様な文化が共存する地域社会
(2) 情報通信ネットワークの高度化
・ICT技術の更なる進展 ・ICTの進歩による情報格差の拡大

(3) 活動圏域、生活圏域の拡大
・リニア中央新幹線(2027年、東京～名古屋)とｽｰﾊﾟｰﾒｶﾞﾘｰｼﾞｮﾝ
・交通利便性の向上

１ ともに生きる社会の実現

２ 誰もが活躍できる社会づくり

３ 格差の拡大と固定化への対応

４ 真に必要な人に行きわたる医療・
福祉の実現

５ 誰もが健康で長生きする社会の実現

６ 人を引きつける魅力ある地域づくり

７ 安全・安心な社会づくり

８ 人も自然も持続的に生き続けられる
環境の保全・再生・創出

９ 神奈川を創り、世界で活躍する
あらゆる世代での人づくり

10 人口減少社会への適応

11 日本経済を牽引し、世界に貢献する
神奈川づくり

※項目構成検討中

◇エネルギー・環境

◇安全・安心

◇産業・労働

◇健康・福祉

◇教育・子育て

◇県民生活

◇県土・まちづくり

参考資料１、２ 資料２ 次回以降詳細資料作成

１ 少子化・高齢化と人口減少

２ 世界・情報・場所との飛躍的な結びつき（空間感覚の変化）

３ 産業・労働を取り巻く環境

４ 地球環境にかかる課題

５ くらしの中の様々な状況


